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  1. はじめに


  2006年4月から2010年9月までコア科目担当講師として一橋大学大学院経済学研究科に奉職し，その間に学部1・2年生向けの「基礎ミクロ経済学」（4単位，半期週2回）を4回受けもちました．この授業は名前の通りミクロ経済学の基礎を教えるものですが，伝統的なスタイルとは順番を変えてゲーム理論から導入しました．本稿ではその授業経験について記します．教える側の視点からの一体験記ですが，学ぶ側にとっても参考になると思います．


  2. 基礎ミクロ経済学の位置づけ


  まず大前提として，一橋大学経済学部の入学試験科目には数学（数I・数A・数II・数B）が含まれます．したがって，入学者はある程度の数学の知識，数学への耐性をもっています（少なくとも，数学に触れた経験があります）．また，そもそも勉強する習慣が身についています．


  一橋大学経済学部では，入学するとまず1年の夏学期に「経済学入門」（2単位，半期週1回）を履修します．部分均衡分析（需要曲線・供給曲線，余剰分析など），また担当教員によってはゲーム理論の初歩を習うでしょう．そのあと1年の冬学期以降に「基礎ミクロ経済学」「基礎マクロ経済学」「基礎計量経済学」などの基礎科目（それぞれ4単位）を履修することになります．これらの基礎科目は各学期に1回ずつ（したがって年に2回）開講されます．一般教育科目の開講時間とのかねあいになりますが，より意欲的な学生は1年次の冬学期に，控えめな学生は2年生になってから，「基礎ミクロ経済学」を受講する傾向にあるようです．4回担当した「基礎ミクロ経済学」の受講者の平均は235人（期末試験を受けた人の人数）で，うち7〜8割が経済学部の1・2年生でした（ちなみに，経済学部は1学年275人（入学定員））．一連の基礎科目で基礎トレーニングを受けてから「国際経済学」「産業経済学」「労働経済学」などのより専門的な科目に進んでいくと想定されています．


  3. おおまかな方針


  経済学は現実社会における経済現象（あるいはより広く社会現象一般）を分析・理解するための理論体系です．経済学教育の究極的な目標は，自分自身が何らかの社会的な問題に直面したときに，適切な分析ツールを選んで問題を定式化し，それを用いて事の本質を理解し，また必要であれば経済学という言語を用いて人々と議論することで，最終的に解決策を見つける，という能力を育むことです．一般に，経済学の授業は「分析ツールそのものを理解させる」ことと「理論を用いて実際の現象を分析してみせる」ことから成ります．どちらに重みをおくかはそれぞれの授業に依ります．基礎的な科目では前者に，応用科目では後者により重みがおかれます．とくにミクロ経済学は基礎中の基礎，経済学の基本的な思考法・分析手法を身につけさせる役割を担います．


  一橋大学経済学部のカリキュラムは何年生を対象に何という名称の授業を提供するかの枠組みだけを規定するもので，具体的な内容は担当教員に完全に任されていました．ミクロ経済学で教えるべき内容はだいたい決まっているので，選択変数はどのレベルでどのように教えるかです．本講義では数理的なトレーニングもしっかり課すことにし，少々苦労することで超えられる高さにハードルを設定しました．数学面の達成目標はラグランジュの未定乗数法を使いこなせるようになることとしました．どのように教えたかを次に述べます．


  4. 具体的な内容


  技術面でのひとつの山がラグランジュ法になるわけですが，あえて価格理論は後回しにしてゲーム理論から導入することにしました．いきなり抽象度の高い無差別曲線（あるいはその背後にある選好関係）から入るのではなく，囚人のジレンマや協調ゲームなどで説明されるさまざまな現実の例からはじめて，より身近なものから徐々に抽象化していく過程を体験してもらうという，いわば帰納的アプローチをとった方が学生にとってついていきやすいと考えました．


  教科書・参考書については，ゲーム理論パートでは梶井・松井『ミクロ経済学戦略的アプローチ』（通称『ミク戦』）をメインとし，梶井『戦略的思考の技術』などを副読本として参照することを勧めました．価格理論についてはぴったりのものがなかったのですが，伊藤『ミクロ経済学』や奥野『ミクロ経済学』を勧めました．授業のレベルは両者の中間〜後者寄りとしました．また昨年はそれまでの授業経験が反映されている拙編著『経済学で出る数学』（通称『経出る』）も教科書指定しました．


  演習問題としては，オリジナルな問題に加えて，『ミク戦』『経出る』の練習問題および奥野正寛編『ミクロ経済学演習』から難しすぎないものを与えました．


  ゲーム理論パート


  『ミク戦』の前半8章まで（第7章の公共財は後回し）に沿って，「戦略型ゲームとナッシュ均衡」「展開型ゲームと部分ゲーム完全均衡」「交渉ゲーム」「不完備情報ゲームとオークション」「市場取引」と講義していきました．（第5章のベイズ完全均衡を用いるシグナリング・ゲームは概念的に高度なので2年目以降は触れないことにしました．）最初の2章ではさまざまな現実例を見せます．また，ナッシュ均衡・部分ゲーム完全均衡をちゃんと「戦略」の組として求めるという形式論も重視します．「交渉ゲーム」以降では最大余剰が達成されるかどうかという経済学の中心課題がいろいろな形で現れます．


  「市場取引」のところで，Holt (1996) にしたがって市場取引の教室内実験を行いました1)． 実験結果をもとに部分均衡モデルの解説をしました．需要曲線・供給曲線をかいて，大まかには実験結果がそれらの交点で与えられる量に近いことを見せます．データをよくよく見ると，たいがいミスマッチも起こっていて取引量は過大になる傾向があります．市場が完全に centralize されているわけではないことから非効率性が起こっていますね，ということを議論します．これでゲーム理論パートをひとまず終了します．


  完全競争市場パート


  価格理論パートに入って，最初に部分均衡モデルで余剰分析などを復習し，そして，市場間の相互関係を含め経済全体を分析するには一般均衡モデルが必要です，まずは個々人レベルでの複数の財に対する需要行動の決定を議論しないといけませんね，として消費者理論に入ります．ここで制約付き最適化問題の数学理論を解説し，ラグランジュの未定乗数法に習熟してもらいます（詳しくは『経出る』第5章〜第7章を参照してもらう）．この辺りは伝統的な価格理論そのもので，生産者理論，一般均衡理論と進んでいきます．厚生経済学の基本定理が成立するための前提すべての主体が共通の価格に直面し，各主体が価格受容者であることを整理し，それらがひとつでも成り立たないとすぐに効率性が崩れます，といって完全競争市場パートは終了，市場の失敗パートに入ります．


  市場の失敗パート


  ここでは標準的なトピック，不完全競争（独占・寡占），外部性，公共財を扱います．寡占理論（クールノー・ゲーム，ベルトラン・ゲーム，シュタッケルベルク・ゲーム）の解説はすでにゲーム理論を教えているのでスムーズです．モデル間の違いはゲームの定式化の違いであり，いずれもナッシュ均衡（あるいはその精緻化）で分析するところは変わらない，ということを強調しておきます．外部性については生産に伴う環境汚染の例を使って標準的な話をします．1回だけ，生産コスト・環境汚染の被害額が私的情報であるときの交渉問題（環境汚染を伴う生産をするかしないかの二択にして buyer-seller 問題に帰着）の話をしましたが，その時以外は時間がないので省略しました．公共財については伝統的な話に加えて，選好が私的情報であるケースも議論します．グローヴス・メカニズム（あるいはVCGメカニズム）の解説をし，セカンドプライス・オークションと本質的には同一ですね，と述べて，最後に一般のメカニズムデザインの考え方を示唆して大団円．


  5. まとめ


  授業アンケートを見てみると，身近な例が多く出てくるゲーム理論パートの方がより楽しくわかりやすくて授業に入りやすかったと，ゲーム理論から導入したことは概ね好評だったようです．「最初にゲーム理論から入ったことで，今までの授業でのグラフと式であふれていた経済学とは違った部分が見ることができて新鮮であった」というような記述もありました．一方「価格理論は数学を多く使ったので楽しかった」という人もいました．


  講義ではモデル分析の「気持ち」を理解してもらうことを心がけました．個別のモデルが現実のどの本質をとらえているのか，具体例なり数式なりを使っていろいろな角度から検討してみせます．大学教員としての腕の見せどころです．


  一方で，「授業テクニック」というものもあります．板書の仕方とか細かいことも含めいろいろあるのですが，ひとつあげると「越えるべき山をいくつか作ってあげること」です．受講生の準備の度合いに対して少し高めに設定します．本講義でいうと，序盤では，与えられた状況をゲームで定式化しそのナッシュ均衡（あるいは部分ゲーム完全均衡）を求めること，中盤の一番の山場ではラグランジュの未定乗数法を使って制約付き最適化問題を解くこと，がそれにあたります．わかりやすい達成感を得る機会をときどき与えて学習意欲を維持することも必要だと思います．


  大学は高等教育機関でありますが，現実には単なる高校の次のステップ（中等教育の延長）という側面もあります．意欲的な学生の自主的な勉学を手助けすることが高等教育の本務ですが，学生全体の学力を底上げすることも社会的要請としてあるでしょう．両者は排反ではなく両立可能です．準備のできている学生向けの話題，尻をたたいてでも出席者全員に習得させたい内容を整理してうまく織りまぜることが重要だと思います．


  6. おまけ


  おまけとして，大学院のコア科目の授業経験についても簡単に記します．大学院専修コースの学生（博士課程に進学しない学生）向けの「中級ミクロ経済学」を4回，研究者コース向けの「上級ミクロ経済学」を1回担当しました（いずれも4単位，夏学期開講）．どちらの授業も学部生も受講可能で，「中級ミクロ経済学」では毎年受講生80人〜100人のうち大学院生・学部生は約半々でした．


  「中級ミクロ経済学」の受講者は大学院生とやる気のある学部生のみなので，標準的に効用最大化から入って中級レベルの内容をじっくり勉強してもらいました（最初に『経出る』第5章〜第7章の内容の数学を講義しました）．双対性をしっかりやる分だけ「基礎ミクロ経済学」より高度になります．後半はゲーム理論と情報の経済学を扱いました．教科書・参考書としては山崎 (2006) や林 (2007) ，奥野 (2008) （および『経出る』『ミク戦』）などを使いました．


  「上級ミクロ経済学」の役割はふたつ，経済学を研究していく上で最低限必要な知識を伝達することと，研究者になるための適性・能力があるかどうかを学生自身に見きわめてもらうことです（前者は自明ですが，残念ながら現在の日本社会では博士課程進学は不可逆な選択に近いので後者もやはり重要です）．冬学期に開講される「ゲーム理論I」「経済システム論I」（各2単位）という科目と併せて研究者コース1年目のミクロ経済学分野の基礎教育を構成していましたので，「上級ミクロ経済学」では一般均衡理論を4単位分みっちり講義しました．Mas-Colell他 (1995) を教科書として第1部と第4部（18章はのぞく）をカバーしました．最後に時間が少々余ったので，動的計画法の初歩（Stokey and Lucas (1989) の第4章の内容）をかいつまんで話しました．


  注


  
    
      	^ Holt (1996) どおりの売り手9人・買い手9人の組を2つ作り，残りを大人数のまま一組としました． 計3組でそれぞれ2ラウンド行いました．
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